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平
成
十
三
蓑
前
期
生
徒
会

執
行
部
が
決
定
し
た
。

以
下
は
、
新
執
行
部
か
ら
の

一
宮
で
あ
る
。

1
　
「
有
言
実
行
」

生
徒
会
役
員
選
挙
で
各
役
月

が
示
し
た
公
約
を
、
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
実
行
す
る
。
し
か

も
、
「
前
進
】
だ
け
で
な
く
、
過

去
の
生
徒
会
の
記
録
も
ふ
ま
え

た
、
r
有
言
実
行
】
を
果
た
し
て

い
く
。

2
　
「
石
櫻
祭
の
成
功
し

こ
れ
ま
で
の
石
様
舞
は
、
果

た
し
て
漣
も
が
粂
し
め
る
も
の

だ
っ
た
か
。

今
回
生
徒
会
は
、
今
ま
で
に

な
い
、
「
心
の
底
か
ら
」
「
や
っ

て
艮
か
っ
た
」
と
思
え
る
充
実

し
た
内
容
を
、
念
入
り
な
準
備

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
組
み
上

最
終
学
年
と
い
う
追
い
込
ま

れ
る
立
場
の
中
で
、
ど
れ
だ
け

生
徒
・
学
校
の
た
め
に
身
を
掛

け
て
い
く
。
今
年
の
講
演
会
に

は
、
著
名
人
を
呼
び
、
必
ず
や

皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
お
応
え
し

よ
う
。

に
で
き
る
か
、
自
分
自
身
と
勝

負
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
が

ん
ば
り
ま
す
。

こ
の
度
、
副
会
長
に
な
っ
た

斉
藤
で
す
。
任
顔
は
残
り
少
な

い
の
で
す
が
、
会
長
や
書
記
の

み
な
さ
ん
と
よ
り
よ
い
学
校
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。僕

は
、
副
会
長
に
な
っ
た
山

口
翔
大
で
す
。
抱
負
と
し
て
は

会
長
や
そ
の
他
の
執
行
委
員
と

協
力
し
て
岩
高
を
も
っ
と
賓
の

高
い
も
の
に
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

哉

紀
柑
智

書
押
合森

畜
記
に
当
濁
し
た
森
合
で

す
。
私
は
公
約
通
り
会
長
、
副

会
長
を
補
佐
し
が
ん
ば
っ
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

士

記
欄
大

書
錘
澤米

今
司
香
記
と
な
っ
た
米
澤

で
す
。
あ
と
的
半
年
ほ
ど
、
し

っ
か
り
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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態

て
い
る
。
生
徒
会
と
し
て
何
か

し
ら
の
解
決
策
、
対
処
法
を
考

え
、
校
内
環
境
の
向
上
を
図
り

た
い
。

今
後
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
－

学
生
募
金
の
街
頭
募
金
に
協
力

し
て
い
る
が
、
車
椅
子
寄
贈
の

た
め
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
な
ど
、

3
　
「
校
内
環
境
の
向
主
　
　
1
　
宗
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

自
動
販
売
観
が
一
時
停
止
に

な
り
、
そ
れ
に
喫
煙
・
ゴ
ミ
の

処
理
に
関
す
る
問
題
も
浮
上
し

充
実
」

平
成
十
二
年
度
後
斯
執
行
部

と
し
て
、
四
月
は
、
あ
し
な
が

に
は
、
棟
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

ま
た
、
本
校
の
多
く
の
生
徒

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
動
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

5
　
r
バ
ン
販
売
の
継
続
し

例
年
通
り
パ
ン
販
売
は
乾
け

て
行
き
た
い
。
パ
ン
販
売
係
を

組
親
し
協
力
を
お
願
い
す
る
。

【
岩
手
高
等
学
校

生
徒
会
執
行
部
】

今
年
度
か
ら
、
中
学
部
も
本

格
的
に
、
生
徒
会
執
行
部
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
が
そ
の
役
員
で
す
。

◆

　

　

　

◆

ま

行

粁

生
徒
会
長

三
年
甲
組
　
北
田
　
和
也

副
会
長

二
年
甲
組
　
佐
々
木
裕
太
部

番
　
記

三
年
甲
娼
　
古
舘
　
静
也

一
年
甲
組
　
武
田
　
明
典

◆

　

　

　

◆

中
学
校
生
徒
会
は
、
中
学
校

ThePrimeCentury
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自
分
が
関
与
し
て
い
な
い
、

既
に
用
意
さ
れ
た
モ
ノ
の
中
か

ら
、
し
か
た
な
く
、
自
分
が
楽

し
め
そ
う
な
モ
ノ
を
見
つ
け
よ

う
と
す
る
。

今
ま
で
の
石
櫻
祭
の
イ
メ
ー

ジ
が
そ
う
で
は
な
か
っ
た
か
。

現
在
、
石
捜
索
実
行
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
掲
示
、
放
送
を

使
っ
て
石
櫻
祭
行
事
参
加
募
集

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今
年
の

右
横
撃
J
そ
皆
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
必
死
だ
。

当
然
、
背
と
は
生
徒
全
員
を

指
す
わ
け
だ
が
、
こ
こ
ら
で
デ

カ
イ
事
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
。

手
始
め
に
石
櫻
寮
を
自
分
の

挑
戦
の
場
と
し
て
。

【
3
E
　
阿
部
　
潤
】

仮
装
に
盛
り
上
ガ
る

州
全
体
が
よ
り
よ
い
中
学
校
生
活

…
を
送
れ
る
よ
う
に
し
、
行
事
な

ど
で
の
企
画
や
準
備
、
運
営
な

ど
を
し
ま
す
。

今
年
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
た
生
徒
会
で
、
う
ま
く
い
か

な
い
所
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
岩
手
中
学
校

生
徒
会
執
行
部
】
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五
月
十
日
十
一
日
、
そ
し
て

十
九
日
に
春
季
校
内
体
育
大
会

が
行
わ
れ
た
。

雨
模
様
の
天
気
だ
っ
た
も
の

の
、
外
で
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
決
行
さ
れ
た
。
室
内

の
顔
枝
は
、
つ
つ
が
な
く
進
行

し
た
。
例
年
と
比
べ
て
、
野
蛮

な
プ
レ
ー
の
無
い
、
よ
い
大
会

だ
っ
た
。

中
学
は
、
三
学
年
の
縦
割
り

で
、
卓
鏡
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

行
わ
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
状
暦
を
考
え
、

リ
レ
ー
は
後
か
ら
行
わ
れ
た
。

数
十
年
ぶ
り
の
部
対
抗
リ
レ
ー

は
仮
装
が
楽
し
か
っ

た
。
【
出
版
委
員
】

▼
桜
の
花
も
散
り
、
若
葉
の
頃

も
過
ぎ
、
婦
が
日
に
映
え
る
の

を
見
て
、
も
う
夏
が
す
ぐ
そ
こ

ま
で
来
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

…
㌔
本
当
は
、
た
だ
暑
く
な

っ
て
き
た
か
ら
そ
う
思
う
の
だ

が
。
▼
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

先
生
達
も
加
わ
り
、
学
校
全
体

が
白
熱
し
た
体
育
大
会
も
終
わ

っ
た
。
一
年
生
の
皆
も
だ
い
ぶ

学
校
に
慣
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
▼
政
治
の
世
界

で
は
、
遂
に
失
言
で
世
間
を
に

ぎ
わ
し
て
き
た
森
首
相
が
辞
任

し
、
新
し
く
小
泉
首
相
が
座
に

着
い
た
。
ま
ぁ
、
日
本
を
よ
り

よ
い
国
に
し
て
く
れ
る
な
ら
誰

に
任
せ
て
も
い
い
ん
だ
ろ
う
け

ど
。
と
こ
ろ
で
、
わ
が
校
の
国

会
…
…
も
と
い
生
徒
会
で
も
、

新
し
い
役
月
が
決
ま
っ
た
。
執

行
部
員
は
立
派
な
公
約
を
掲
げ

て
い
た
。
こ
ち
ら
の
方
も
、
新

執
行
部
を
中
心
と
し
て
、
よ
り

よ
い
学
校
生
清
を
送
れ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
▼
も

う
高
総
体
も
終
了
し
た
。
三
年

生
に
と
っ
て
は
高
校
で
の
部
活

動
の
最
後
を
締
め
括
る
大
金
と

な
っ
た
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
に
、
自
分
の
力
を
最
大
限
ま

で
引
き
出
し
て
頑
張
っ
て
く
れ

た
で
あ
ろ
う
。
き
っ
と
、
高
校

生
活
の
大
切
な
思
い
出
と
し
て

記
憶
に
残
る
も
の
と
な
る
の
だ

か
ら
。
【
三
A
　
宍
戸
　
透
】

l
i



石　桜　新　聞　　　　　　平成13年7月10日（火曜日）（2）第112号

本
校
テ
ニ
ス
部
の
活
足
は
、
次
の
よ
う
に
、

岩
手
日
報
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

岩手日報（平成13年6月2日）

全
国
大
会
に
出
場
す
る

部
員
に
意
気
込
み
を
聞
き

ま
し
た
。

【
出
版
垂
員
】

▼
赤
坂
　
利
男

個
人
ダ
ブ
ル
ス
で
先
輩
が
ベ

ス
ト
1
6
ま
で
入
っ
た
の
で
、
記

録
を
破
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

団
体
は
ベ
ス
ト
8
日
指
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

▼
佐
藤
　
友
則

今
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

団
体
戦
は
一
国
も
勝
て
な
か
っ

た
け
ど
、
員
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

▼
檎
　
伸

テ
ニ
ス
部
の
目
棟
は
、
全
国

で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
拭
対
戦

ベ
ス
ト
8
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

▼
谷
地
　
隼
人

個
人
は
歴
代
の
先
輩
記
録
を

ぬ
り
か
え
、
産
休
は
ペ
ス
ト
8

日
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
。

▼
竹
浪
　
康
弘

僕
は
実
際
に
試
合
に
出
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分

先
輩
た
ち
の
応
援
と
か
を
が
ん

ば
っ
て
、
一
つ
で
も
多
く
勝
て

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

獣魁乳濁酢潤：鮎弘谷地（2D）

好
調
な
テ
ニ
ス
部
は
、
六
月
二
十
二
邑
東
北
大
会
に
お
い
て

も
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

つ
高
総
体
地
区
予
選

4
月
2
6
日
（
木
）
～
2
8
日
（
土
）
、
太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

シ
ン
グ
ル
ス

三
C
　
緬
　
優
勝

三
D
　
赤
坂

二
D
　
谷
地

以
上
　
室
二
位

三
A
　
佐
藤

三
A
　
岡
本

一
B
　
竹
浪

以
上
　
ペ
ス
ト
1
6大会結果

詐優勝l

ダ
ブ
ル
ス

赤
坂
・
谷
地
　
琴
二
位

楠
・
谷
地

岡
本
・
浦
島

以
上
　
ベ
ス
ト
8

0
議
2
2
回
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

5
月
5
日
（
土
∵
6
日
（
日
）
太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

十
六
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

一
B
　
竹
浪
　
優
勝

一
A
　
雷
巴

ニ
F
　
甫
勢
　
　
　
＼

一
C
　
布
台

一
A
　
古
館

一
D
　
鳥
居

以
上
　
ベ
ス
ト
1
6

十
六
歳
以
下
ダ
ブ
ル
ス

竹
浪
・
石
田
（
北
松
園
中
）
　
準
優
勝

福
勢
・
吉
田

鳥
居
・
布
台

以
上
　
ペ
ス
ト
8

十
八
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス

谷
地
　
準
優
勝

構
、
赤
坂
　
室
二
位

佐
藤
、
岡
本
　
ベ
ス
ト
1
6

十
八
歳
以
下
ダ
ブ
ル
ス

赤
坂
・
谷
地
　
準
優
勝

橘
・
佐
藤
　
拙
竺
二
位

高
山
・
吉
田
　
ベ
ス
ト
旨

○
岩
手
県
A
鱒
ソ
ン
グ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

5
月
1
9
日
（
土
）
、
太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

シ
ン
グ
ル
ス

谷
地
‥
努
二
位

1
月
3
0
日
（
里
、
岩
手
県
営
武
道
館

団
体
戦

対
　
盛
岡
中
央
高
　
2
－
1

対
　
不
束
方
高
　
2
－
2

対
　
盛
岡
南
面
　
3
－
2

慢
勝

○
籠
3
3
回
県
高
校
選
抜
大
会

5
月
1
3
日
石
）
、
県
営
武
道
館

対
　
遠
野
高
　
0
－
3

0
第
出
回
北
鴎
旗
争
奪
大
会

5
月
2
0
日
（
日
）
、
宮
古
市
体
育
館

団
体
戦

対
　
花
巻
北
C

対
　
黒
沢
尻
北

☆
第
5
3
回
県
高
総
体

6
月
1
日
（
金
∵

団
体
戦

2
日

予
選
リ
ー
グ

一
回
戦
　
対
　
二
戸
高

二
回
戦
　
対
　
千
厩
高

（
圭
、
水
沢
市
体
育
館

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

¶
回
戦
　
対
　
宮
古
工
業
高
　
3
－
2

二
回
戦
蒜
丁
々
決
勝
）
対
　
高
田
高
　
3
ト
2

ベ
ス
ト
8

4
月
2
5
日
（
水
）
・
2
6
日
莱
）
、
県
営
運
動
公
励

対
　
盛
岡
農
業
高
　
6
－
2

対
　
盛
岡
中
央
高
　
0
1
3

6
月
1
日
（
舎
～
3
日
百
）
、
松
尾
村
轟
岩
手
連
峰

｛
三
B
石
川
、
三
C
吉
甲
三
D
山
内
、
二
C
檜
山
）

第
五
位
／
16
チ
ー
ム
中

4
月
2
5
日
宗
∵
2
6
日
（
杢
、
盛
岡
市
立
武
道
館

団
体
戦

予
選
リ
ー
グ

対
　
盛
岡
農
業
面
　
3
1
0

対
　
盛
岡
北
高
　
5
ト
0

決
勝
リ
ー
グ

対
　
盛
岡
第
三
高
　
4
－
1

対
　
盛
岡
第
一
高
　
3
－
2

優
勝

個
人
戦

予
選
通
過
者

6
0
短
級
　
三
B
　
和
臼

6
6
毎
級
　
三
E
　
金
田
一

7
3
短
敬
　
三
C
　
森
合

8
1
短
敬
　
三
E
　
矢
幅

二
D
　
遠
藤

測
地
級
　
二
C
　
小
原

二
F
　
阿
部

用
地
級
　
二
C
　
内
藤

州
毎
超
級
一
D
　
菊
池

○
祭
日
阿
市
民
体

4
月
諏
日
有
）
、
盛
園
市
立
武
道
館

対
　
盛
岡
南
高
　
1
－
4

対
　
盛
岡
商
慧
　
1
－
3

○
市
内
高
校
二
線
春
季
十
人
制
桑
道
大
会

5
月
1
9
日
壬
）
、
盛
岡
市
立
武
道
館

対
　
雫
石
高
　
S
L
2

対
　
盛
岡
帝
石
　
2
－
6

☆
第
日
同
県
高
総
体

5
月
2
4
日
（
金
）
～
2
7
日
（
日
）
、
岩
手
県
営
武
道
館

団
体
戦

予
選
リ
ー
グ

対
　
大
迫
高
　
0
－
5

対
　
大
東
高
‥
n
－
4

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
　
久
慈
農
林
高

村
　
盛
陶
工
票
高

対
　
盛
岡
中
央
高

ベ
ス
ト
8

個
人
戦

C D】∋

小道和
原藤田

ス　ス　ス

トト　ト

6　8　8
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○
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
男
女
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
県
選
考
会

6
月
3
日
（
呈
、
岩
手
県
営
武
道
館

9
0
地
紋
　
二
C
　
小
原

一
国
戦
　
対
　
三
本
松
（
一
閃
学
院
）
一
本
勝
ち

二
回
戦
　
対
　
村
井
富
士
大
）
　
一
本
負
け

〇
第
9
回
県
民
体
　
盛
岡
地
区
予
琴
去

6
月
6
日
（
水
）
、
盛
岡
市
立
武
道
館

6
0
短
級
　
三
B
　
和
田
　
推
薦

6
6
k
汲
　
三
E
　
金
田
一
予
選
通
過

9
0
k
敬
　
二
C
　
小
原
　
推
薦

珊
振
放
一
D
　
菊
池
　
予
選
通
過

無
差
別
級
　
二
C
　
内
藤
　
予
選
通
過

6
月
8
日
（
金
）

二
E
　
江
刺
家

～
10
日
（
日
）
、
県
営
雫
石
屋
内
プ
ー
ル

5
0
m
背
泳
第
五
也

1
0
0
m
背
泳
第
五
位

○
中
学
　
八
幡
平

4
月
2
2
日
（
日
）

中
二
　
出
口
智
康

中
三
　
高
橋
翔
太

春
の
ボ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

第
】
戦
　
4
3
位

琴
一
戦
　
4
1
位

第
一
戦
　
4
6
位

琴
一
戦
　
1
3
位

○
蔵
王
ラ
イ
ザ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

4
月
6
日
（
木
）
～
8
日
（
日
）

〓
C
　
栖
山
　
G
S
L
　
6
3
位
　
／

S
L
①
　
4
6
位
　
／

S
L
②
　
6
8
位
　
／

二
E
　
小
原
　
S
L
①
　
6
5
位

S
L
⑳
　
9
0
位

○
秋
田
八
幡
平
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
金

1
月
2
1
日
（
土
∵
2
2
日
（
邑

二
C
　
櫓
山
　
S
L
②
　
7
3
位
　
／

二
E
　
小
原
　
S
L
①
　
9
9
位
　
／

S
L
②
　
7
2
位

○
月
山
ス
キ
ー
競
技
会

5
月
1
3
日
（
日
）
・
1
4
日
（
月
）

二
A
　
渡
辺
　
や
空
二
位

二
C
　
櫓
山
　
第
二
位

二
E
　
小
原
　
第
六
位

1
7
2
人
中

1
7
6
人
中

川
人
中

区
予
選

4
月
2
4
日
（
火
）
・
2
5
日
（
水
）
盛
岡
市
太
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

団
体
戦

ベ
ス
ト
8
シ
ー
ド

個
人
戦

三
C
奥
二
二
C
今
野
　
準
優
勝

三
E
千
葉
二
二
E
佐
々
木
　
琴
二
位

二
E
雪
ノ
清
二
E
中
村
　
ペ
ス
ト
8

三
C
高
橋
二
二
B
成
田
　
ペ
ス
ト
8

二
C
高
橋
二
一
F
小
幡
　
敗
者
復
酒

以
上
五
組
　
県
大
会
出
場

☆
第
5
3
回
県
高
給
体

5
月
3
1
日
（
木
）
～
6
月
3
日
（
里
、

北
上
市
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

個
人
戦

五
組
と
も
二
回
戦
で
敗
退

団
体
戦

二
回
戦
　
対
　
大
東
高
　
2
1
1

三
回
戦
　
対
　
釜
石
工
璧
向
　
2
－
0

準
々
決
勝
　
対
一
関
学
院
　
0
－
2

ペ
ス
ト
8
入
賞
（
シ
ー
ド
権
確
保
）

○
高
総
体
地
区
予
選

1
月
2
6
日
（
木
）
・
2
7
日
（
牽
、

団
体
戦

B
グ
ル
ー
プ

盛
岡
市
営
体
育
館

盛
岡
市
立
高
　
3
－
1

盛
岡
北
高
　
3
－
0

平
舘
高
　
3
－
0

個
人
戦

シ
ン
グ
ル
ス

三
E
　
角
掛
　
グ
ル
ー
プ
優
勝

三
C
　
村
上
　
グ
ル
ー
プ
第
二
位

以
上
　
県
大
会
　
出
場

三
B
　
高
宮

二
盲
一
見

一
D
　
藤
澤

以
上
　
グ
ル
ー
プ
ベ
ス
ト
1

二
B
　
関
　
グ
ル
ー
プ
ベ
ス
ト
8

ダ
ブ
ル
ス

高
宮
・
角
掛
　
グ
ル
ー
プ
二
位

県
大
会
　
出
場

三
E
千
葉
・
三
も
中
村
　
グ
ル
ー
プ
ベ
ス
ト
8

◎
第
出
回
市
民
藁
地
区
予
選

4
月
2
6
日
（
木
∵

対
　
盛
岡
工
鷲

対
　
雫
石
高
　
2

対
　
盛
岡
商
業
面

対
　
盛
岡
北
高

対
　
盛
岡
農
業
高

対
　
雫
石
高
　
2

予
選
通
過

☆
第
5
3
同
県
恵
総
体

6
月
1
日
（
金
）
■ 2

7
日
（
垂
、
県
営
武
道
館

0
（
2
2
－
2
5
／
1
5
－
2
5
こ
2

（
2
1
－
1
2
／
2
1
－
1
4
）
0

2
（
2
5
－
1
0
／
2
5
－
1
1
）
0

2
（
1
4
－
2
5
／
2
5
－
1
2
／
2
5
－
2
2
）
1

2
（
2
5
－
1
5
／
2
5
－
1
0
）
0

（
2
5
－
1

0
／
2
5
－
柑
）
0

2
日
（
土
）
、
一
関
市
総
合
体
育
館

一
国
戦
対
高
調
高

2
（
2
5
－
2
2
／
2
1
－
2
5
／
2
5
－
柑
）
1

二
回
戦
対
大
迫
高
0
（
1
1
1
2
5
／
1
7
」
㌍
2

ペ
ス
ト
1
6

4
月
1
9
日
八
木
）
、
県
営
武
道
絶

対
盛
大
附
属
意
‥
用
9
（
9
－
1
4
／
1
0
1
ほ
）
2
9

☆
第
5
3
回
県
高
総
体

6
月
2
日
（
圭
、
花
巻
市
民
体
育
館

二
回
戦
対
盛
大
附
属
商
2
4
（
1
0
1
2
0
／
1
4
－
讐
4
6

個
人
戦

二
E
　
佐
藤
　
準
健
勝

三
F
　
高
橋
　
革
二
位

三
E
　
北
島
　
第
四
位

三
E
　
千
葉
、
三
E

〓
F
　
日
時
、
二
E
　
田
山

以
上
　
誇
五
位

全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

及
び
　
第
封
回
県
亮
能
文
撃
　
放
送
部
門
発
表
大
会

6
月
7
日
（
木
）
、
盛
岡
市
都
南
公
民
館

創
作
ド
ラ
マ
部
門
　
準
優
勝

全
国
大
会
出
場

番
組
部
門
（
総
合
）
　
第
四
位
　
3
9
校
中

4
月
2
8
日
（
土
）
・
2
9
日
（
日
）
、
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
増

村
盛
岡
第
一
高
0
1
5

対
盛
岡
北
高
5
－
1
5

対
盛
岡
第
三
高
1
2
丁
・
∩

対
不
束
方
高
0
ト
2
9

第
四
位

〇
第
53回
轟
体
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

5
月
2
5
日
（
金
）
～
2
7
日
（
巳
、

松
尾
村
上
寄
木
グ
ラ
ン
ド

B
ブ
ロ
ッ
ク

対
一
閃
工
業
高
1
5
（
0
－
1
3
／
1
5
－
0
）
1

3

対
水
沢
高
5
（
0
－
川
／
5
－
1
7
）
3
3

参金
加

今
年
も
本
校
は
、
緑
の
募
金
街
頭
運
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
こ
も
っ
と
も
っ
と
植
物

を
増
や
し
て
環
境
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

五
月
十
五
日
、
午
前
と
牛
後
に
分
け
、
各
学
級
の
生
活
委
員

と
生
徒
会
執
行
部
が
大
通
り
の
各
所
に
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
日
は
快
晴
で
、
魯
さ
の
中
、
募
金
の
呼
び
硯
け
を
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
出
版
委
皇

○
高
総
体
地
区
予
選

4
月
2
7
日
（
垂
■

一
D二

鳥
〓
B

三
E

二
B

川
村
、

1
×
川
E
走

1
×
爛
m
走

走
り
高
跳
び

川
村
　
四
位

砲
丸
投
げ

野
里
　
第
五
位

円
盤
投
げ

野
望
　
第
七
位

阿
部
　
第
十
一

ハ
ン
マ
ー
投
げ

野
里
　
本
戦
へ

や
り
投
げ

阿
部
　
本
戦
へ

本
戦
へ

本
戦
へ

笑顔で募金を呼び掛ける
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こ
の
春
か
ら
、
オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
外
巨
人
n
師
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ン
”

シ
ャ
ヒ
先
生
か
お
い
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
先
生
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、
い

く
つ
か
の
責
筒
を
し
ま
し
た
。

①
出
身
地
は
ど
こ
で
す
ガ
？

カ
ナ
ダ
の
ナ
ナ
イ
モ
市
と
い

う
所
で
す
。

②
何
人
家
族
で
す
か
？

父
、
母
、
兄
、
そ
し
て
私
の

四
人
豪
族
で
す
。

⑳
慮
昧
・
特
技
は
何
で
す
か
？

テ
ニ
ス
、
ラ
ク
ロ
ス
で
す
。

華
フ
ク
ロ
ス
と
は
、
先
に
網
の

つ
い
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル

を
取
り
合
い
、
敵
の
ゴ
ー
ル
に

シ
ュ
ー
ト
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

⑳
好
墓
へ
物
は
何
蓑
Y

刺
身
な
ど
の
日
本
料
理
で
す
。

⑳
教
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

理
由
は
何
で
す
か
？

た
く
さ
ん
の
子
供
達
と
楽
し

く
勉
強
し
た
い
か
ら
で
す
。

⑥
磐
手
中
・
悪
の
印
象
は

ど
う
で
す
か
？

す
ぼ
ら
し
い
学
校
で
す
。

⑦
岩
手
中
・
高
額
の
生
徒
へ

ひ
と
こ
と

盛
岡
で
楽
し
く
揮
発
が
で
き

よ
か
っ
た
で
す
。
盛
岡
は
美
し

く
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、

思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
　
【
二
A
　
菊
池
和
人
】

教
育
実
習
の
方
々

六
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
、

本
校
に
教
育
爽
菅
の
方
々
が
四

名
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
次
の
質
問
を
し

て
み
ま
し
た
ゥ

①
　
青
森
県
八
戸
市

②
　
友
達
と
遊
ん
だ
り
飲
ん
だ

③
　
憲
1
い
里
奈
の
人
。

（
市
川
新
之
助
）

④
　
元
気
で
す
ね
。

⑤
　
短
い
間
で
す
が
、
仲
良
く

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
書口裏淑先生

（診（む（塾（卦（》

よ実大お宮
く　顔沢買城
操がたい；尽
拶いか物
し　いお
て　で
く　す
れ
ナ＝
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
う
い

う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

公民科

石川書寛先生

車竹
内
絵
子

本
校
の
卒
業
生
な
の
で
す

が
、
在
学
中
と
あ
ま
り
変
わ

り
が
な
い
。

ヒ
マ
な
時
は
選
び
に
来
ま

す
。

公民科

馬橋義昭先生

滝
沢
村

フ
リ
ー
フ
ラ
イ
ド
ス
キ
ー

木
上
ま
な
み

男
、
男
、
男

下
倉
ス
キ
ー
場
で
会
い
ま

し
ょ
う
。

【
二
A
　
江
刈
内
祐
介
】

「‾■‾‾‘‾‾‾で‾‾
i　ン　＿　たさ　　す＿＿　寧茎　＿′

六
月
二
十
九
日
、
盛
岡
市
民

文
化
ホ
ー
ル
で
芸
術
鑑
賞
教
室

が
実
施
さ
れ
た
。

演
百
は
「
ザ
・
ウ
イ
ン
ズ

オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」
だ
っ
た
。

さ
ん
が
原
作
で
、
自
分
で
演
じ

た
こ
と
も
あ
る
。

内
容
は
、
今
の
若
い
漫
才
コ

芸
術
鑑
賞
教
室

コ
ワ
モ
テ
俳
優
の
今
井
雅
之

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

ピ
ン
チ
に
な
っ
た
ら
神
風
が

吹
い
て
勝
て
る
、
と
思
わ
さ
れ

て
戦
争
を
し
て
い
た
昔
の
人
々

の
中
に
、
今
の
人
が
入
っ
て
い

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
考
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。【

出
版
委
員
会
】

こ
の
ご
ろ
、
十
七
歳
で
は
な

い
、
大
人
の
凶
悪
な
事
件
も
目

立
っ
て
き
た
。
世
の
中
全
体
が

お
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
だ
。
昨
年
に
多
く
起
こ
っ
た

十
七
歳
の
事
件
は
そ
の
前
触
れ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…

◆

　

　

　

◆

最
近
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
は
や
た
ら
乱
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
小
学
生
ら
を

裂
傷
し
た
宅
間
守
そ
の
他
も
ろ

も
ろ
十
三
（
ヱ
名
が
日
本
を

巌
が
し
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
を
追
及
し
て

み
た
い
。

例
え
ば
、
幼
児
虐
待
が
目
立

っ
て
い
る
。

虐
待
を
す
る
大
人
達
に
私
は

言
い
た
い
。

「
育
て
て
い
く
自
信
が
無
い
の

な
ら
子
供
を
作
る
な
！
」

「
子
供
は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
道

具
で
は
な
い
・
・
」

「
子
供
は
世
界
の
財
産
だ
ユ

ニ
の
三
つ
を
訴
え
て
お
く
。

れる17蒔
－－最近の日本：

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
暗

い
詔
ば
か
り
で
は
な
く
、
明
る

い
話
も
あ
る
。

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
野
球
で
大
活
躍
の

イ
チ
ロ
ー
や
新
庄
ら
が
い
る
。

他
に
も
、
ロ
ー
マ
の
サ
ッ
カ
ー

で
清
躍
中
の
中
田
が
、
チ
ー
ム

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
明
る
い

話
頭
を
届
け
て
く
れ
る
日
本
人

だ
っ
て
い
る
の
だ
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み

る
と
、
い
い
話
が
あ
れ
ば
悪
い

話
も
つ
い
て
く
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
の
状
況
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
の
か
、
と
思

う
。
そ
し
て
、
い
い
こ
と
に
比

例
し
て
悪
い
こ
と
も
起
こ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
気
に
な
る
。

凶
悪
犯
罪
が
世
の
中
の
お
か

し
さ
を
褒
し
て
い
る
上
う
だ
。

し
か
し
、
世
の
中
が
お
か
し
い

か
ら
と
い
っ
て
、
犯
罪
に
走
る

の
は
許
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

三
石
　
門
口
敬
膏
】

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
②

タ
ク
ヤ
君
（
仮
名
）
は
、
四

月
で
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

進
路
を
決
め
る
、
と
い
う
大
き

な
壁
に
こ
ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
。

（
本
当
は
、
も
っ
と
早
く
か
ら
決

め
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

です。）
大
学
・
専
門
学
校
へ
進
学
す

る
か
、
読
取
す
る
か
、
人
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
。
進
学
し
ょ
う

と
思
う
人
は
授
業
を
集
中
し
て

聞
く
事
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

（
本
当
は
、
一
、
二
年
生
の
時
か

ら
そ
う
し
て
い
る
べ
き
な
の
で

す
が
、
三
年
生
の
初
め
に
気
を

引
き
締
め
て
も
遅
く
は
な
い
と

侶
じ
ま
し
ょ
う
。
）

就
職
し
ょ
う
と
患
う
人
は
、

生
活
感
度
か
ら
見
直
す
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

タ
ク
ヤ
君
（
仮
名
）
は
、
ま

だ
進
路
の
事
を
何
も
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ブ
タ
ヤ
君
（
仮
名
）
は
こ
れ
か

ら
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
例
え
ば
、
教
学
は
苦

手
だ
、
と
三
年
生
の
授
業
に
文

系
を
洩
択
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
な
ん
だ
か
、
医
療
系

の
学
校
へ
進
学
し
た
い
気
持
ち

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
理
系
の
科
目
が
受
験
に
必

要
だ
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す

る
タ
ク
ヤ
君
（
仮
名
）
な
の
で

し
た
。
　
　
　
　
八
つ
ゞ
く
）

【
三
B
　
小
倉
征
也
】

森
氏
に
続
い
て
、
小
泉
純
一

郎
氏
が
新
総
裁
に
な
っ
た
。
そ

の
こ
と
で
、
橋
本
派
が
分
裂
状

態
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

で
は
、
ど
う
し
て
、
橋
本
派

は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
原
因
は
、
橋
本
氏
旅
立

に
造
反
し
た
派
閥
の
四
人
の
若

手
の
う
ち
の
大
村
秀
華
氏
に
あ

㌻
乞
そ
う
私
は
考
え
る
。

訂
、
「
地
元
愛
知
県
で
の
予
備
選

の
結
果
に
従
い
、
迷
う
こ
と
な

く
、
橋
本
氏
で
は
な
く
、
小
泉

氏
に
入
れ
た
ご
と
。
本
選
で
小

泉
氏
に
投
票
し
た
こ
と
を
明
言

し
た
の
ガ
。

こ
れ
ま
で
の
橋
本
派
の
通
念

か
ら
す
れ
ば
、
あ
り
え
な
い
こ

と
だ
、
と
私
は
患
う
。

ま
た
、
自
民
党
の
衆
議
院
議

員
か
ら
次
の
よ
う
な
声
も
出
て

い
た
ら
し
い
」
小
泉
氏
の
出
方

次
第
で
は
、
橋
本
派
に
主
要
な

ポ
ス
ト
が
回
っ
て
釆
な
ノ
＼
な
る
。
派

は
二
つ
か
三
つ
に
分
裂
す
る
ご

橋
本
氏
は
派
の
幹
部
会
で
、

「
会
長
を
辞
め
た
い
」
と
漏
ら
し

た
と
い
う
。
更
に
、
栖
本
氏
だ

け
で
な
く
、
橋
本
派
の
村
岡
兼

道
民
も
、
秋
田
県
知
事
選
の
敗

北
の
責
任
を
取
っ
て
辞
す
る
と

言
っ
て
い
る
。

辞
め
た
く
な
る
気
持
ち
も
分

か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
今
後
、
橋
本
派
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、

注
目
し
た
い
と
思
う
白

小
泉
氏
が
新
総
裁
に
な
り

新
首
相
に
な
っ
た
こ
と
で
い
い

こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ

る
意
味
で
は
混
乱
も
生
じ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、

小
泉
氏
の
次
の
総
裁
が
決
ま
る

際
に
は
、
ま
た
ど
こ
か
の
派
細

が
分
裂
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
派
閥
や
旧
来

の
双
発
は
消
滅
し
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
。

【
三
D
　
阿
部
正
樹
】

四
月
中
旬
、
全
国
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
あ
し
な

が
育
英
会
の
多
金
活
動
が
行
わ

れ
た
。
あ
し
な
が
育
英
会
と
は

災
害
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く

し
た
遺
児
た
ち
の
進
学
や
、
ま

た
最
近
で
は
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ

て
就
学
が
阪
難
に
な
っ
た
学
生

を
支
援
す
る
団
体
で
す
。

本
校
は
中
三
前
で
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

校
か
ら
の
参
加
者
は
生
徒
会
執

行
部
だ
け
で
し
た
の
で
、
次
回

か
ら
は
積
極
的
な
参
加
者
が
い

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

募
金
活
動
は
思
っ
た
よ
り
も

募
金
す
る
人
が
少
な
く
て
結
構

た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
協
力
し

た
こ
と
で
充
実
感
が
得
ら
れ
ま

し
た
。次

は
秋
に
募
金
が
行
わ
れ
る

と
い
う
事
な
の
で
、
気
が
向
い

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
り
し

た
人
は
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

【
生
徒
会
書
記
　
米
澤
大
士
】

集

記

偶
数
月
に
発
行
す
る
予
定
が

遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、

構
成
が
二
面
か
ら
四
面
に
増
え

て
い
ま
す
。
各
部
の
大
会
成
淡

を
で
き
る
か
ぎ
り
載
せ
よ
う
と

し
た
ら
、
二
両
で
収
ま
り
き
ら

な
く
な
っ
た
の
で
す
白
各
部
が

い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
活
躍
し
て

い
る
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、
伝
え
て

い
く
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
部
の
活
躍
を

伝
え
る
た
め
に
、
写
真
が
重
要

な
役
部
を
果
た
す
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

写
真
を
、
今
回
は
写
真
部
か
ら

も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
も
使
い
ま
し

た
．
今
後
の
新
開
作
り
に
み
な

さ
ん
か
ら
の
写
真
の
綻
鋏
を
お

願
い
し
ま
す
。
【
出
版
委
員
】
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